
− � −

労 福 協 2008年3月25日

− � −

第  482  号　2008年3月25日

　石川県労働者福祉協議会の「第31回
研究集会」と「第４回ライフ・サポー
トセンター代表者会議」が2月29日
(金)金沢スカイホテルで開催された。
　集会には事業団体やライフ・サポー
トセンター (ＬＳＣ)、連合石川、退職
者連合の役職員ら98名が出席。今回は
研究集会と代表者会議を同時に開催し
たことにより、内容を2008年度石川
労福協の重点課題とＬＳＣ活動計画・
予算についての説明、事業団体からの
報告と要請、徳島県労働者福祉協議会
理事で連合徳島事務局長の小松義明氏
の基調講演「徳島県における労働者福
祉運動」の３本立とした。
　尚、これに先立ち同ホテルで「第７
回ＬＳＣ事務担当者研修会」を開催。
各地域ＬＳＣの事務局員が寺西修次郎
公認会計士より消費税の取扱いについ
て説明を受けた。また研究集会後、同
ホテルで交流会を開催した。　
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　研究集会の冒頭、主催者を代表し上田弘志理事長
が｢仕事と生活の調和(ワーク・ライフ・バランス)の
実現に向けた労働時間の短縮、割増率・法定最低賃
金の引き上げが課題だ！」と今春季生活闘争の重要
性を述べ、｢石川労福協が目指している無料職業紹
介所『ジョブいしかわ(仮称)』を開設し、これまで
の福祉なんでも相談・緊サポ事業と結び付け、勤労

者の生活向上に向けた役割を労福協が担っていきた
い」と挨拶した。
　引き続き、才田巖専務理事が「2008年度石川労
福協の重点課題」についてパワーポイントで説明。
ＬＳＣ設立から取組んできた各種行事や子育て支
援・緊急サポートネットワーク、福祉なんでも相談
の経過を話し、新事業となる「ジョブいしかわ」の
基本的な考えや事業の概要、システムのイメージ、
開設に向けた諸課題を詳しく解説し､「石川労福協･
県ＬＳＣを『暮らしの総合サポートセンター』と位
置付けしたい」と述べた。
　次に、綿征一常務理事が「2008年度ＬＳＣ活動
計画・予算」について、来年度のグラウンド・ゴル
フ中央大会、退職前セミナーの開催内容や労金・全
労済・住宅生協の支援活動、県ＬＳＣの予算・地域
ＬＳＣ交付金等を説明。会場から、労福協ホーム
ページの充実や労金・全労済・ＬＳＣに対する産別
や労組の支援について質問・意見が出された。

＝次ページへ

石川
労福協 暮らしの総合サポートセンターを研修

「第31回研究集会」「第4回ライフ・サポートセンター代表者会議」
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− � −

労 福 協2008年3月25日

　休憩後、クレ・サラの取組みにおける『労働組合
の対応と留意事項』を今西十曜治・北陸労金主任
推進役が、多重債務相談から解決まで事例を挙げ
て説明。「困ったら、組合＝労金＝司法書士・弁護
士の連携で、解決の道を探ろう」と話した。また、

『2008年度全労済石川県本部の重点取組み』を水野
志郎全労済石川県本部専務理事が、能登半島地震を
契機に「全労済の事業活動を職域・地域で積極的に
展開し、団塊世代の離退職者への対応をきめ細かく
行う」と話し、今年４月の生協法改正と2010年に
石川県本部創立50周年を迎えるに当たり「労金住
宅ローンと全労済質権の関係は石川県がトップであ
り、この経験を今後の事業に生かし県本部の業績を
充実させたい」と抱負を述べた。
　基調講演の小松講師は、徳島県労福協が取組んで
いる各種事業を資料に基づき説明。特に就業支援
活動の仕事なんでも相談室(雇用就業総合相談室)や
ジョブとくしま、徳島県若者サポートステーション

を詳しく解説し、「12事業を約50名の職員(臨時職
員を含む)が約２億５千万円の委託費で行っている」、

「自助・共助・公助のバランスを取ってベストミッ
クスで選択。環境変化を認識し、労働者福祉ビジョ
ンを持って運営している」と力強く語り、「これか
らはリーダーの責任感と組合員の意識の高揚が大
切」と結んだ。
　最後に、県労福協の橋本和雄副理事長の閉会挨拶
で研究集会・代表者会議を終了した。

　「第79回石川県統一メーデー」の第１回常任実行
委員会が3月10日(月)、フレンドパーク石川で開か
れ、実行委員会の構成や具体的な取組み、メーデー
協賛行事、予算などについて協議した。
　開催日については、「東京・中央大会」は既に４
月26日(土)に決定しているが、「金沢・中央大会」
は従来どおり５月１日(木)に決定。県内各地区メー
デーも１日に集中開催の予定。
　金沢中央大会では例年どおり、記念式典やアトラ
クション、プラカード・デコレーションコンクー
ル、パレード行進を行う。
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金沢中央大会は5月1日㈭開催
第79回 石川県統一メーデー

第17回ボウリング大会
日　時　　４月29日(祝）午前・午後の２回
場　所　　ジャンボボール
第42回勤労者春季ロードレース
日　時　　５月１日(木)午前９時25分頃スタート
場　所　　金沢市・中央公園〜錦町〜厚生年金会館
第８回グラウンドゴルフ大会
日　時　　５月21日(水) ９時開会式
場　所　　金沢市・大和町広場
第７回勤労者綱引競技大会
日　時　　５月25(日) ９時開会式
場　所　　金沢市城西体育館
第14回囲碁・将棋大会
日　時　　６月７日(土) ９時30分開会式
場　所　　フレンドパーク石川
第19回ふれあいチャリティゴルフ大会
日　時　　６月12日(木) ８時より順次スタート
場　所　　小松市・ツインフィールズ
第40回石川県勤労者写真サロン・フローラルアート展
期　間　　６月５日(木)〜８月10日(日）
場　所　　金沢･珠洲･美川･根上･加賀･七尾･輪島･
　　　　　小松･松任の９会場
映画鑑賞「シッコ(SICKO)」
日　時　　５月１日(木)14時〜・18時30分〜上映
場　所　　石川県教育会館３Ｆホール
入場料　　前売券 300円、当日券 500円

メーデー協賛行事

基調講演の
小松講師

今西主任推進役 水野専務理事 橋本副理事長

第7回LSC事務担当者研修会 交流会
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ネットワーク会議
第６回

サポート会員研修会
第7回

　いしかわ緊急サポートネットワークの「第６回
ネットワーク会議」が3月18日(火)、フレンドパー
ク石川で開かれ、ネットワーク構成団体の石川県、
石川労働局(欠席)、金沢市、小松市(欠席)、いしか
わ子育て支援財団、連合石川、県退職者連合、県経
営者協会、県社会福祉協議会、日本助産師会県支
部、県看護協会、事務局(労福協、県ＬＳＣ)の18名
が出席した。
　会議に先立ち、主催者で県労福協の上田弘志理事
長より挨拶があり、全員自己紹介の後、直江圭祐緊
急サポート県センターアドバイザーより平成19年度
事業報告を、才田巖専務理事が平成20年度活動計画
をそれぞれ提案した。
　事業報告では、２月末現在で利用会員374名、サ
ポート会員155名と増加。利用回数526件(月平均
47件)、預かった子どもの人数596人(月平均54人)
と報告。
　主な活動計画は、利用会員500名、サポート会員
200名登録を目指し、会員拡大に向けた新聞広告や
自治体要請を強化する一方、会員相互の情報交換を
目的とした会報(緊サポニュース)の発行を行い、意
識の共有化を図ること等を全体で確認した。
　質疑では「サポート会員で、サポート経験のない
人の理由や意識を継続するための方策を検討すべ
き」や「利用補助額の充実や補助制度利用者の分析
を行うべき」等の意見が出された。
　尚、次回の「ネットワーク会議」は平成20年10
月開催の予定。　　　
� 緊サポ・アドバイザー　直江圭祐

　いしかわ緊急サポート県センターは2月24(日)午
前９時半より、フレンドパーク石川で事業開始後７
回目となる「サポート会員研修会」を開催。今回は
19名のサポート会員が参加し、熱心に講師の話に耳
を傾け理解を深めた。
　研修会は、才田巖労福協専務理事が挨拶の中で緊
急サポート事業内容を述べた後、講師５名による
講義の他、事務局からサポート時の手続きを説明し
た。
　特に、講師の小児科院長から「病児への対応は、
まず子どもの安全を守ると共に、手洗いやマスクで
自分の身を守ることも大切」と教えられた。また、
実技では、救命処置の心肺蘇生法として、心臓マッ
サージやAED(自動体外式除細動器)の取り扱いも研
修した。
　最後に、研修者全員に修了証が手渡された。サ
ポート会員はこの後、利用会員との事前面談(マッチ
ング)に臨み、本格的なサポート活動を展開する。
 緊サポアドバイザー　直江圭祐

地域センター
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計

サポート会員 利用会員 サポート回数
2月29日現在

※(　)は前月比。尚サポート回数は、今年度の総数

会員募集状況／サポート状況
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魅力ある世話活動を
中部労福協第39回定期総会

　開会にあたり山本副会長が挨拶し、総会議長に渥
美貞志代議員(愛知県労福協)が選出された。総会の
冒頭、千田会長が「今、格差が拡大し、社会保障制
度が揺らぐ中、労福協は会員中心から未組織・一般
市民を含めた活動を展開しなければならない。ク
レ・サラ、割賦販売法改正を求める署名活動やワン
ストップサービス(総合生活支援サービス体制)等で
は、現場の課題を吸い上げ、魅力ある世話活動にす
べきであり、今こそ労福協の出番だ！」と述べ、２
年間事務局を預かったことに対し「皆様の協力で無
事、大阪労福協に手渡せた」と感謝し挨拶を締め
括った。
　引き続き、来賓の高橋均中央労福協事務局長、神
野進連合愛知会長、青木学愛知県産業労働部労政局
長がそれぞれ祝辞を述べた。
　祝電披露後、木下事務局長が2007年度活動経

　中部労福協第39回定期総会が2月21日(木)、名古
屋市サイプレスガーデンホテルで開催された。
　総会には、中部12府県から73名(石川県より６
名)が出席し、2007年度の活動総括と2008年度活
動方針及び予算が決定された。
　役員改選では、千田喜久治会長・木下照壽事務局
長(三重県労福協)体制から山田保夫会長・山本和彦
事務局長(大阪労福協)への交代と才田巖副会長らの
再任等が承認された。

過報告及び会計決算報告、宮本久雄監事(富山県労
福協)が会計監査報告を行い、それぞれ承認の後、
2008年度活動方針(案)並びに予算(案)が提案され満
場一致で承認された。尚、石川労福協の綿征一代議
員より「能登半島地震への支援御礼と全労済給付状
況、地元ライフ・サポートセンター等のボランティ
ア活動について」の報告と「就職支援の取組み内容
と助成金について」の意見を述べた。
　2008年度の活動方針では、中央労福協が掲げる
重点課題である多重債務・格差・貧困社会の是正や
勤労者の暮らしサポート事業の体制づくり(退職者、
高齢者との連携・支援活動、福祉相談・就業支援、
介護・子育て支援、勤労者福祉サービスセンターの
自立と再生に向けた取組み)の他、事業団体への活動
支援・基盤強化の取組み等を確認した。
　新旧役員の千田・旧会長と山田・新会長が挨拶
し、最後に才田副会長の閉会挨拶で総会を終了し
た。
　休憩後「テレビでは教えてくれない『食品表示』
のうそ？ホント」と題し、テレビ番組「ビートたけ
しのＴＶタックル」、「世界一受けたい授業」、「はな
まるマーケット」、「クローズアップ現代」等に出演
している垣田達哉・消費者問題研究所代表が記念講
演した。
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〈2月〉　
　25㈪　食・緑・水ネット「アジア・アフリカ支援米・発送式」 金沢市役所前
　27㈬　第１回住宅生協対策委員会 フレンドパーク石川
　   〃　 さわやかＵ「第３回あり方検討委員会」  労済会館
　29㈮　第31回石川労福協研究集会・第４回LSC代表者会議 金沢スカイホテル
　   〃　 ＬＳＣ書記研修会 金沢スカイホテル
　   〃　 金沢勤労者福祉サービスセンター第２回理事会 金沢市役所

〈3月〉    
　  3㈪　事務局会議 フレンドパーク石川
　10㈪　第１回メーデー常任実行委員会 フレンドパーク石川

　12㈬ 第９回フレンドパーク石川運営委員会 フレンドパーク石川
　13㈭ 第１回地方労福協会議 名古屋市
　14㈮ 金沢地域職業訓練センター運営委員会 勤労者プラザ
　15㈯ 北陸クレ･サラ･ヤミ金商工ローン対策会議
　　　　　　　　　　　　　「５周年記念シンポジウム」 金沢歌劇座
　18㈫ 第６回緊サポネットワーク会議 フレンドパーク石川
　   〃　北陸労金県庁出張所「研修会」 金沢市内
　24㈪ 第２回石川県医療審議会  石川県庁
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勤体協
主催 各種目で熱戦を展開

第42回 冬季体育大会

　石川県勤労者体育協会主催「第42回冬季体育大
会」は、中盤の種目がそれぞれ開催された。
　「バスケットボール大会」は、2月24日(白山市若
宮公園体育館)の男子１組の決勝で、ハイテクス工業
がＤＩＳＣＯＶＥＲＹを39−34、女子１組の決勝
で戸板ママドールがＭを52−24で破ってそれぞれ
優勝した。３月２日(白山市若宮公園体育館)の男子
２組決勝では、表飛鳥がＴＢＣを67−37の大差で
下して優勝。同９日(県体育館)男子の３・４組が行
われ、３組決勝でｃｈｏｏｐｐｅｒＺが津田駒工業
を45−42、４組決勝でＮWＳがＫＡＧＡ・ＬＯＶ
ＥＬＹを64−61で破って優勝した。同16日(内灘
町総合体育館)男子の５組が行われ、決勝でＭ・Ｃ・
Ｂが珠洲クラブを50−32で下し優勝した。
　「バドミントン大会」は、3月16日に白山市若宮
体育館で46チームが３部門に分かれて熱戦を繰り

広げ、男子はＢ・Ｓ・Ｇ、女子は飛翔会、混合は額
バードがそれぞれ優勝を果たした。
　県ライフ・サポートセンター主催、石川県勤労
者体育協会主管の「第４回勤労者ＬＳＣソフトバ
レーボール大会」は３月２日、金沢市総合体育館で
昨年より23チーム多い112チームが14部門に分か
れて争った。同「第４回勤労者卓球大会３人３ダブ
ルス」が３月16日、金沢市市営中央市民体育館で
138チームが熱戦を展開した。
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　「退職前セミナー」は、2月16日
(土)13：30より七尾鹿島労働福祉会
館３階ホールで59歳を中心に34名が
参加し開催された。
　内容は、社会保険労務士の講演と
退職時の労金・全労済の契約につい
ての説明、個別相談会で構成。開会
では、野田昭一ＬＳＣ会長が「退職後
も是非労金・全労済を活用いただき
たい」と挨拶した。
　続いて、社会保険労務士を派遣頂
いた社団法人石川県雇用支援協会の
前田弘氏が「５月に七尾市で社会保
険のセミナーを開催する予定」など
協会の活動を紹介した後、社会保険
労務士中谷宗紘氏の講演が始まった。
　中谷氏は参加者の半数が公務員で
あることから、共済年金と厚生年金
とを比較しながら、特に「裁定と決
定」の違いについて強調された。厚
生年金の通知書には「裁定」と記載
されており、契約者による申請に基
づき決定したということ。つまり厚生
年金は「申請という手を挙げなけれ
ば社会保険庁は何もしない」というこ
とであり、国家公務員の共済年金の

「決定」とは違うと解説した。
　講演後の個別相談会では５名が相
談に応じ、予定を30分超過し16時に
閉会となった。
　今回、七尾市の広報に当セミナー
を掲載し、全世帯に開催を知らせた
ため、労働組合以外の参加者も出席
した。

地域ライフ・サポートセンターだより

ライフ・プランセミナー
羽咋

退職前セミナー
　2月17日(日)、
中能登町のカル
チャーセンター飛翔で「緊急サポー
ト会員交流会」を当地域で初めて開
催した。七鹿地区ではサポート会員、
利用会員ともに登録数が少なく悩
んでいたが、最近、新規の登録者が
あり、交流会を開催するには良いタ
イミングとなった。　意見交換で「保
育園の迎え」、「利用の利便性」等の課
題が出されたが、ケーキ作りでは、会
員同士がお互いの顔を合わすこと
で安心感が生まれ、利用拡大に繋が
りそうな雰囲気となった。

　昨年末より
年金問題がマ
スコミなどで
騒がれている
中、2月24日
(日)９時30分
より羽咋市文化会館で、北陸労働金
庫石川県本部の大村賢治氏を講師
に「ライフ・プラン(年金)セミナー」
を開催した。
　当日は雪模様となったが、退職間
近の11名が参加。年金履歴に空白の
ある方についての対応を説明した
他、再就職者の多い職場の担当者が
今後の手続き等について質問した。
　今、厚生労働省から年金特別便が
発送されているが、自分で確認する
ことを含め、転職された方への説明
機会が今後も必要と感じた。
� 羽咋地域ＬＳＣ事務局長　上田清春

七尾・鹿島
七尾・鹿島ＬＳＣは、２月に入り「退
職前セミナー」、「緊急サポート会
員交流会」、「第５回ふれあいボウ
リング大会」を盛大に開催した。
� 七・鹿LSC事務局長　井田孝之

緊急サポート会員交流会

　2月23日(土)、クァトロブーム
鹿島で「第５回ふれあいボウリン
グ大会」を開催。89名の参加者で
会場は貸し切り満杯となり大盛況
となった。
　今大会は、子供からお年寄りま
で幅広い年齢の方々の参加により
世代を超えた交流の場となった。
　会場で、福祉施設への車イス贈
呈募金を募ったところ、多くの参
加者から好意が寄せられた。
＜大人の部＞
１位　北谷俊一　（七尾市職労） 423
２位　石坂タヅコ（一般） 418
３位　宮川武之　（電労火力） 405
＜子供の部＞
１位　一花将志 216
２位　甲部優 192
３位　井田龍一朗 191

第５回ふれあいボウリング大会
　2月25日(月)
午 後6時30分
より、はくいボ
ウルで「チャリ
ティーボウリン
グ大会」を開催
した。１チーム３名で16チームが参加
し、団体・個人戦で競技を行った。
　メンバーや年１回しかボウリング
をしないビギナー等、色々な選手が優
勝を目指し奮闘した。
　終了後、参加費の一部を羽咋市社
会福祉協議会へ寄付した。
　今後も会員親睦のため、より多くの
参加者が出場するよう継続したい。成
績は以下の通り。
� 羽咋地域ＬＳＣ事務局長　上田清春

《団体》
優勝　福井鋲螺労組Ａ
２位　北陸鋳鉄労組
３位　県教組Ａ

《個人》　
優勝　山下佳子(福井鋲螺労組)
２位　森田正秀(県教組)
３位　森田史江(県教組)

チャリティーボウリング大会
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退職前セミナー
輪島・穴水

　2月2日(土)10時より輪島市労働福祉
会館で輪島・穴水ＬＳＣ主催、県ＬＳ
Ｃ・北陸労金・全労済石川県本部共催の

「退職前セミナー」を開催。17名の参加
者は、公的年金制度について中谷宗紘社
会保険労務士より講義を受けた。
　開会にあたり上野正剛会長は「能登半
島地震が発生し、この一年間種々の活動
を展開したが、この経験を今後に生かし
たい」と延べ、また、社団法人石川県雇
用支援協会(今回の講師を派遣)の前田弘
氏が「60歳の定年から年金が満額もら
える65歳の間をどの様に働くか、また、
人生80年と言われる中、60歳以降20
年間をどの様に生活するかを考えていた
だきたい」とそれぞれ挨拶した。
　セミナー参加者には、学校の先生が多
いことから、共済年金を主とした講演と
なり、厚生年金との違いなど、細かな説
明に参加者は頷きながら聞いた。
　講演後、労金・全労済の職員も加わり
個別相談会も開催された。
 輪島・穴水地域LSC事務局　境　薫

　３月９日(日)、労済会館において、金
沢地域LSC労済部会主催による「退職前
セミナー」が開催された。テーマを「こ
れから始まる年金生活」とし、中谷宗紘
社会保険労務士が講演した。
　当日は、名古屋マラソンの影響か
( ？ )キャンセルがあったものの、参加
者20名から年金や健康保険について多
くの質問が出された。
　また、北陸労金の鈴木隆史・金沢西支
店長と全労済石川県本部の一明政行氏
が、退職後の取引継続契約についての説
明を行った。
 金沢地域LSC事務局長　谷内英明

　県消団連や生協連、婦人団体協議会、
ＰＴＡ連合会、いしかわ農業振興会など
で構成する「アグリフォーラムいしか
わ」は、安全・安心な食料生産・製造過
程等の見学並びに構成団体・会員間の相
互理解をより一層深めることを目的とし
た「現地視察・意見交換会」を３月14
日(金)に開催した。
　27名の参加者は、金沢市才田町の

「石川県金沢食肉流通センター」を皮切
りに、同「金沢市水産衛生センター」

（魚介残渣で肥料製造）、金沢市専光寺
の「ＪＡアグリライン石川」(肥料工場)、
白山市の「コープ北陸と県立大学」の共
同研究室(残留農薬検査・バイオ研究・
Ｉ−Ｂｉｒｄ)を視察し担当職員と意見
を交わした。

退職前セミナー
金沢

現地視察・意見交換会
アグリフォーラム

JAアグリライン
石川

「コープ北陸・
県立大学」
共同研究室

「米消費拡大料理教室」
野菜たっぷり、からだにやさしい料理

県消団連

　石川県消団連は2月12日(火)、
金沢勤労者プラザ料理実習室で
米消費拡大を目的に「野菜たっ
ぷり、からだにやさしい料理」
と題し、野村淳子管理栄養士を

講師に料理教室を開催した。
　消団連の各団体から男性６
名を含む32名が参加し、「ちま
き風」、「五目みそ汁」、「かぼ
ちゃの洋風旨煮」の３品を実
習した。
　「ちまき風」はうるち米ともち
米に具を混ぜ、蒸し器で30分程度
蒸す。「かぼちゃの洋風旨煮」は
お砂糖を使わずカレー粉を使う。
両品ともに、メタボ対策としての
献立であり、カロリーが低く、塩
分控えめ、野菜もたっぷり入り好
評だった。
　参加者からは「環境、体に良い

料理で、手づくりの大切さを実
感した」、「ちまきが最高でし
た！家でも作ってみます」、「か
ぼちゃの煮つけは砂糖を使わ
ず、意外な調味料を使い美味し
かった」、「美味しく、カロリー
も低く良かった」との感想が聞
かれた。
石川県消費者団体連絡会事務局長

表　重雄
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「北陸クレ・サラ、ヤミ金 商工ローン対策会議」
５周年記念シンポジウム

上
田
理
事
長

喜
成
代
表
幹
事

　北陸クレ・サラ、ヤミ金、商工ローン対策会議の
「５周年記念シンポジウム」が3月15日(土)金沢歌劇
座で開催され、労福協事業団体や連合石川、NPO法
人あすなろ会、司法書士会などから約150名が参加
した。
　シンポジウムの冒頭、喜成清重代表幹事(司法書
士)が「わが国の消費者行政を真に国民のものとする
ために、消費者問題全般の法律案、政策実施を一元
的に行う消費者庁を設置すべき」と挨拶した。
　来賓の上田弘志石川労福協理事長(連合石川会長)
らが挨拶した後、福井県自殺・ストレス防止対策協
議会委員の茂 有幹夫氏が記念講演した。
　元警察官の茂氏は「30年間で635名の自殺者が
出る福井県の東尋坊で自殺志願者の支援に取組んで
いるが、観光イメージが悪くなるから活動をやめ
てくれ」と言われたことに対し、「人間の命を何と
思っているのか！」と怒り、「生活保護家族の厳し
い現状では自殺者が多発する。弱者救済活動が重
要」と訴えた。
　休憩後の『リーダー達のリレートーク』は、新里
宏二弁護士が「貸金業法成立に伴う成果と今後の課

題」、山田治彦弁護士が「行政の多重債務対策の充
実を求める全国会議の活動」、稲本信広司法書士が

「全国青年司法書士協議会の取組み」、井口鈴子司法
書士が「高金利引き下げ・多重債務対策全国会議の
取組み」をそれぞれ報告。澤口宣男全国クレジッ
ト・サラ金被害者連絡協議会会長と田中祥晃大阪い
ちょうの会事務局長が活動状況を述べた。また、大
山小夜金城学院大学准教授が「台湾の多重債務問題
とその対策」を話した。
　最後に、木村達也弁護士が「これまで行政との連
携で、多重債務者救済等に一定の成果があった」と
まとめ、今後「反貧困運動への参加や消費者庁の設
置運動を展開しよう」と結んだ。
　尚、中央労福協が協力する『2008反貧困全国
キャラバン』が９月４〜８日の間、石川県で街頭宣
伝や自治体要請、集会、相談会等を行うことが報告
された。

「食・緑・水ネット」
アジア・アフリカ支援米発送式

　2月25日(月)、金沢市役所前広場において「食と
みどり、水を守るいしかわネットワーク」主催によ
る、アジア・アフリカ支援米発送式が行われた。
　式には、連合石川や県労福協、民主党石川、社民
党石川、マスコミ関係者など約50名が出席。冒頭、
上田弘志代表が「今、世界中で多くの子どもたちが
飢えなどで死亡している」と訴え、1996年から続
く支援活動に対し「取組む仲間の皆さんに感謝する
と共に、発送費用等のカンパをお願いする」と述
べ、顧問代理の粟森慨・山本ゆきこ金沢市議会議員
が世界の飢餓の現状やボランティア精神の大切さを
訴えた。
　星野貴男事務局長が「食・緑・水ネット」の取組

みを報告し、耕作者代表の山本英一さん(金沢市)が
挨拶した後、お米をトラックに積み込んだ。
　今回発送するお米は金沢・小松・七尾市で地域の
子供たちが作付けし、農家の方が日常管理して収
穫されたもの。支援米は、アフリカのマリ共和国へ
840㎏、カンボジアへ1,140㎏発送。船便と陸送で
現地には５月頃の到着予定。現地では貧困層の子ど
もや妊婦などに配られる。

「食・緑・水ネット」事務局長　星野貴男


